
 

 

 

 

 

 

 

 ・簡単な表現で挨拶や返事、やり取りができる。 
          ・平仮名を読んだり、書いたりできる。 
 

 

   

 

 

 

 

 主な学習内容・活動 指導内容 教材 

 

１ 

・「東京の学校生活」映像  

 編や資料編から挨拶の  

 名前や方法を知る。 

 「わたしは〇〇です。」 

 「よろしくおねがいします。」 

 「おはよう。」 

 「さようなら。」 

  の言い方を練習する。 
 

 

 

 
 

 

・必要に応じて、映像を止めた

り、繰り返し視聴したりし、

練習させる。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

・「東京の学校生活」で、

類似場面の映像を視聴

し、やり取りを確認す

る。 

 「〇〇をかしてくださ

い。」 

 「どうぞ。」 

 「ありがとう。」 

 「どういたしまして。」 

 （いいよ。）（うん。） 

 （だいじょうぶ。） 

 

・「おじぎ」の動作につい

て知る。 

 

 

 

 

・同じような意味でも、使う相  

 手や場面によって、日本語に 

 は丁寧な表現を使う場合が 

 あることを理解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

・「分かります。」、「分かり 

 ません。」の言い方の練 

 習をする。 

・児童・生徒にクイズを出し、 

 答えが「分かる。」、「分からな 

 い。」を表現させる。 

・言葉のカード 

 

４ 

・文字「し・あ・い・う」 

 を、筆順に気を付けて書 

 く。 

・「し」と「あ」、「い」、「う」を

組合せて「あし」、「いし」、「う

し」ができることを示す。 

・平仮名練習ノート 

・平仮名カード 

・イラストカード 

 
「日本語であいさつしよう」 

う              」 
学習内容  日本語でのあいさつ 表現の仕方 

学習の目標 

活用する「東京の学校生活」の主な教材 

DISC1 
映像編 第 1章①（導入映像）    

「挨拶・主なコミュニケーション」 
 

日本の学校生活 
活用事例 

学習の流れ（例） 

「おはよう。」、「おはようござ

います。」と、言い方が異なる

理由について考えさせる。 

信をもって伝えられるように必

要に応じて動作を付けて練習さ

せる。 

資料編  
たのしい がっこう 

P２ 

      ＤＩＳＣ１ 映像編      

      第１章① 

      導入映像 

           ＤＩＳＣ２ 資料編 

           多言語カード PDF 

 

      ＤＩＳＣ２ 資料編 

       

      （中国語） 

 

相手にお礼を言うときは、 

「ありがとう。」と伝えるこ

とを理解させるようにする 

丁寧に挨拶をする時に行う 

「おじぎ」の動作について 

説明する。 

資料編  
たのしい がっこう 

Ｐ11 
 

映像編 第１章① 

１分 36 秒～２分 5 秒 
５分６秒～5 分 26 秒 

資料編  
多言語カード PDF 
「挨拶ことばカード」 

映像編 第１章① 

２分 22 秒～３分 42 秒
５分 36 秒～６分 12 秒 
 



 

 

 
(1) 児童の様子 
  「ありがとうございます。」と言った後に、「お辞儀」をすると更に丁寧な挨拶になることが分か 
 った。児童の母国でも、友達と大人では挨拶の仕方が異なるので、理解しやすかった様子であった。 
 教室でも日直の号令に合わせて、挨拶ができるようにしたいと話すようになった。 
(2) 本資料を活用した効果の実感・感想 
   映像編（※１）では、異なる立場の人や場面が扱われている。学校生活の様々な場面を想定した 
 練習を通して、児童は人物や場面に応じた適切な挨拶をすることができた。映像編を基にして、「た 
 のしい がっこう」P２（※２）の内容と結び付けると、様々な状況の挨拶の練習が行うことができ、 
 指導の幅を広げられた。 
(3) 映像編・資料編の活用ポイント 
  映像編（※１）を視聴後、多言語カードPDFを使って自己紹介の練習を行う際は、印字されてい 
 る名前を修正テープ等で空欄にしておくと、児童は戸惑うことなく自分の名前を言うことができる。 
 その後、「たのしい がっこう」P５（※３）にある「自己紹介」の表を完成させて、自分の名前や 
 出身地、好きな食べ物等について、学級の友達と自己紹介し合うとよい。そのことで、初級の児童 
 は「自分が話す日本語が受け入れられた。」という達成感を徐々に満たし、より一層安心して学校に 
 通うことができるようになる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) 児童の様子 
   初級の児童であるので、様々な場面で友達が助けてくれることがある。その際、映像編（※４） 
 のように、「ありがとう。」と返答できると、友達との関係がより良好になり、グループ活動でも自 
 分から積極的に関われるようになることを説明すると、試してみたいと話すようになった。 
(2) 本資料を活用した効果の実感・感想 
  「ありがとう。」と形式的に言うだけでは感謝の気持ちは伝わらない。そこで、映像編（※４）を 
 見せて学習したことで、児童は自分が困っている時に相手がしてくれたことへの返答であるという 
 意味を正しく理解できたと感じた。また、「活用の効果・ポイント１」で学んだ「お辞儀」を多言語 
 カード PDF「挨拶ことばカード」（※６）を使用して復習した際、活動の中で自然にできるようにな 
 り、映像編や資料編の効果を感じた。 
(3) 映像編・資料編の活用ポイント 
  映像を視聴させる際に、音声は児童の母語、字幕は日本語に設定して活用した。そのことで児童 
 に親しみのある言語に触れさせ、学習内容の理解を図ったり、教師が児童に必要な映像場面を選ん 
 だりすることができる。また、学習の導入で映像を一通り視聴させた後、「たのしい がっこう」の  
 P11（※５）と関連させながら、必要な語句について指導を行った。学習の終末に、改めて導入時 
 と同じ映像を視聴させることで、児童の学習内容の定着を図ったり、学習状況を把握したりするこ 
 とができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※１ 第１章① ２分 59秒 

※４ 第１章① １分 44秒 ※５ たのしい がっこう  
    中国語編 P11 

※６ 多言語カード PDF 
   挨拶ことばカード 
 

※２ たのしい がっこう  
    中国語編 P２ 

 たのしい がっこう  
  中国語編 P４ 

※３ たのしい がっこう  
    中国語編 P５ 

活用の効果・ポイント２ 
 

活用の効果・ポイント１ 
 


